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総　　括

ポ ス ターセ ッ シ ョ ン 2　 動的問題 4 （地盤震動 ， 振動）

表
一1　 研究 内容 の 分類 （動的 問題 4（地盤震動

・
振動）34編）

総　括

　　　　　　　　　　　　　　　　　 東 電設 計  　栗 田　哲史

1．概 　況

　今回 の ポ ス タ
ーゼ ッ シ ョ ン は，一昨年 の 北見大会で 試行的 に 行

わ れ た ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ン の 方 式を 更 に 発展 させ，ポ ス タ
ーセ ッ

シ ョ ン とデ t ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ソ を融 合 した 新方式 で実施 さ

れ た e タ イ ム ス ケ ジ ュ
ー

ル は，最初の 10分程 で 副総括者 が各論

文 の 紹 介 を行 い ，そ の 後 の 1 時間 は 各発表 者 の ポ ス タ
ー

発表を

行 っ た。引 き続 き総括者 に よる論点 の 整理，参 加者 に よ るデ ィ ス

カ ッ シ ョ ン が 1時間設 け ら れた。

　当 日は 生 憎の 雨 空 で あ っ た が，会場 とな っ た 第 2 武 道場 に は

多 くの参 加者 が訪 れ，各 ポ ス タ
ー

で は 活発な 議論 が交わ さ れ て い

た。また，デ ィ ス カッ シ H ソ 会場 と して 用意 され た 椅子席 も満席

状態で，本セ ッ シ ョ ン に対 す る関心 の 高 さが うか が われ た、

2．ポス ター発表

　地 盤震動 ・振動 の セ ッ シ ョ ン で は ，表一 1に 示 す よ うに34編

の 論文が 発表 さ れ た。こ の 中 に は，地 震動 に 関 連す る も の か ら環

境振 動に 関連 す る もの ま で 多岐 に わ た っ た 内 容 が 含 まれ て い る。

した がって，参 加者は従来 か ら関心 を持 っ て い た 分野の み で な く，

新 た な 興 味 を か き立 て られ る機 会に 接 した の で は ない か と思 われ

る。

　科学教 育 に 分 類 した ペ ッ トボ トル を 用 い た 液状化の 簡 易実験 法

は，最 も注 目 を集めた 研 究の
一

つ で あ っ た。ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ γ

の 利点 を活か し，会場で 実験 を実演 した 事 が 功 を奏 した と言 え よ

う、地震 観測記 録 に分類 した研究 は，す べ て実 観測記録の 分析 を

行 っ た もの で あ る 。 観測 記 録の 分析 は 現象把握 に お け る基本 で あ

り，改め て 重要 な示 唆に富ん で い る こ と を感 じた。解析手 法 に分

類 した研 究は ，従 来の 手法 に 手 を加 え 新 た な解 析法が提案 されて

い た。断層近傍地震 動 に 分類 した研究 は．兵庫 県南部地震 以降関

心 が 高まって い る断層近傍 の 強震動 に 関連 した もの で あ る 。 盛土

に分類 した 研究 は，一種 の 人 工 地 盤 と考 え られ る 盛土 構造 物 を対

象 と して い る。常 時微動 に 分 類 した 研 究 は 全 34編中 8編 に 及 び ，

表
一 1の 分類 中最 多で ある，しか も，す べ て の 研 究 に お い て H ！

V ス ペ ク トル を用 い て お り，同手 法 が
一

般 化 して きて い る様 子

がうか がえ る。二 層 混合体 に 分類 した 研究 は最近 関心 の 高い 分野

で あ る が，本 セ ッ シ ョ ン の 発表 で は 2 編 と少数 で あ っ た。防 振

お よ び交 通振動に分類 した研究は，環境振動の 範疇に 含ま れ る も

の が 多い 。環境振動は 日常生 活 に深 くか か わ り，ま た，環 境に 対

す る 人 々 の 関心 が高 くな っ て い る現在，ます ます注 目される分野

に なる と思われ る。

3．デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　ポス タ
ー
発表後の デ ィ ス カ ッ シ ョ ソ で は，冒頭，本セ ッ シ ョ ソ

の 総括者 で あ る東北工 業大学 教授 神 山先 生 よ り，地 震動 ・環境振

動 に共通 す る視点 か ら地 盤 震動 ・振動 を 構成す る要 因 とな る ソ ー

ス （source ），パ ス （path），サ イ ト （site） を い か に 考 え ，い か

項　　 H 発表
件数

内 容

科学 教育 1　 液状化 （549〕

地震 観測記録

　　　　　　　臣
1繍 軟 岩 r55。〕．膿 計設置 群 （551｝、表 層非線 形増幅
Ii

特性 （552 ）．残 留ひ ずみ （553），表 面波の 影響 （554〕

解析 手法
3

」
　 ．等価線 形化法 （555，556），FEM と FDM の ハ イ ブ リ ッ ト

　 　〔55η

断層 近傍地 震動
6

耐 震対 策 （558 ），被 害想定 〔559，560〕，広島市の 橋梁地

点の地震動 〔561），地寵動 評価 シ ス テ ム （562，563）

盛土 3 簡易応答計 算 〔564，565），遠心載荷 実験 （566）

常時微動

（H 〆V スペ ク トル〕 8K

−NET 地 点 〔567），盛土 〔568 ），名古屋 市 （569），京都

市 （570｝，大阪 城 〔571），逆 解 析手 怯 〔572〕，奈 良盆地

（573），R 〆T 法 〔575〕

二 層混合体 2 周波数依存ばね 〔574｝，飽和地盤 〔576 ）

防振
3

発 泡 ス チ ロ ・．一ル 免震工 ｛577），W 【B ：「法 （581 ），　 PC 壁体

（582）

交通振動
3

距 離減 衰 （578），路 面改修効 果 （579），新幹 線沿線 の振動

（580）

に対処 す るか とい う論点 が示 され，デ x ス カ ッ シ ョ ン が 開始 され

た。

参 加 者か らは ，非線形性 の 影響等の 理 由か ら ニ ア
・
フ ィ

ー
ル ド

（near 　field）地震動 に お け る ソ
ー

ス ，パ ス ，サ イ トの 分 離の 難 し

さが指 摘 された。更に，従来，工 学で は ソ
ース を点震 源 と して と

らえ て きた経 緯 があ る が，理 学 （地震学 ）の 分野で は，ア ス ペ リ

テ ィ
ー （asperity ） の 影響に 関心 が集 中 して お り，断 層の 大 きさ

を考慮 した考え 方が 中心 とな っ て い る 。 したが っ て，地震 動 をよ

り精 緻 に とらえ よ う とす るな ら ば，工 学分野 と理学 分野 との 協調

が必 要で はない か との 意見が 出された。こ れ に 対 して ，表 層地盤

の 非 線形性 と液状化 （大変形） の 問題は，地 盤 工 学会 が最 も得意

とす る と こ ろ で あ り，手法 にっ い て は 解決 で きな い 問題 で は な い 。

む しろ，パ ス の 影 響，特 に減衰 の 影響が重要 で はな い か との 意 見

が 出 され た。こ の ほ か に，震源 の 問 題 の み が重要 と考 え る の は視

野が狭 く，震 源近傍 で は ソ ース ，遠方で は パ ス の 影 響 が そ れ ぞれ

重要 と な っ て くる の で はな い か との 意 見 も出 され た。

　一方，サ イ トの 影 響 に 関連 した もの と して，本 セ ッ シ ョ ソ で最

多数 の 発表 が行 わ れ た 常時 微 動 の HfV ス ペ ク トル も
一

つ の テ
ー

マ に な っ た。H 〆V ス ペ ク トル の 是非に つ い て は過去 に 様 々 な議

論が行 われて きた が，現在 で は 常時微動の 処 理 方法 と して 定着 し

つ つ ある。セ ッ シ ョ ン で は，一般 に最 も関心 の 高 い と こ ろ で あ る

増幅率 との 関係 に 話題は集 中 した。参加者 か らは，基盤等 の イ ン

ピ
ー

ダ ン ス比 の 大 きい と ころ は 分 か るが，増幅部 に つ い て は あま

り見込み が な い 。HIV スペ ク トル は 地 盤 の 増幅率 を表 して は い

ない 。ただ し，揺 れやす さを 見る指標 と して は使え る等の 意見が

出され た。最 後 に ，H ！V ス ペ ク トル と伝達 関 数 は
一致 す る と こ

ろ で は 良 く
一致 す る。また，今回 発表件 数が 多い こ と等関 心 度の

高い こ とか ら考 え て，こ の 際，学会 内に 研究委 員会 を設置 して は

い か が か との 提 案が 出 さ れ た。
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